
第第 6644 回回 WWIINN 定定例例講講演演会会・・第第 1199 回回人人間間情情報報学学会会講講演演会会  

『『ススポポーーツツととウウェェアアララブブルル』』  

主催：特定非営利活動法人 ウェアラブル環境情報ネット推進機構 

共催：人間情報学会  

後援：情報処理学会 UBI研究会  

 

【企画趣旨】 

2020 年東京オリンピックの開催が決定し、日本ではスポーツへの関心がより一層高まっている。近年、

スポーツの役割は国際交流、教育、保健、コミュニティ形成にいたるまで広がり、スポーツ界の新たな

姿が見えつつある。このような流れの中でスポーツとテクノロジーはどのように融合し、どのような未

来を描くことができるのか、本講演ではスポーツ選手、メーカー、学術界の様々な視点から、ウェアラ

ブルに期待される役割ついて活発に議論することとしたい。 

 

日   時：平成 26年 12月 2日（火） 14:00～17:00 

会   場：東京大学 山上会館 2階 大会議室 （東京都文京区本郷 7-3-1） 

会   費：会員:1万円、一般:1万 5千円、学校関係者: 3千円(資料代） 

申込方法：事務局までメールにてお申込みください。（E-mail：admin@npowin.org） 

 

人間情報学会オーラルセッション（時間： 9:00～12:00 会場：山上会館 2階 大会議室内） 

人間情報学会ポスターセッション（時間：12:30～13:50 会場：山上会館 2階 大会議室前） 

 

～ 講演会プログラム ～ 

  司会 戸辺 義人 青山学院大学教授 

 

14:00 - 14:50 基調講演 『動作の「良し悪し」の定量化ツールとしてのウエアラブルセンサ 

ー介護予防からスポーツ動作改善までを視野にー』  

石井 直方 氏 東京大学大学院 教授 

 

14:50 – 15:20 講 演 2 『アスリートのためのウェアラブルセンシング～miCoach が 

実現するスポーツにおける未来』  

 山下 崇 氏 アディダスジャパン株式会社 

 

＜休憩 10 分＞  

15:30 – 16:10 講 演 3 『プロテニス選手のコンディション管理における 

ウェアラブルセンサの可能性』  

 杉山 芙沙子 氏 順天堂大学院/パーム・インターナショナル・テニス・アカデミー校長 

 

16:10 - 16:50 講 演 4 『陸上アスリートのセンシング ～ウェアラブルセンサへの期待～ 』  

 為末 大 氏 一般社団法人アスリートソサエティ代表理事 

 

～ 講演会出席者 名刺交換会 ～ 

日 時：平成 26年 12月 2日（火） 17:00～19:00 

会 場：東京大学 山上会館 地下 1階 食堂   

会 費：千円 

1）健康講話 『自殺の前に子どもの身体に現れる SOS サイン！』 

--- 吉田 たかよし 医学博士・医師 

 2）WIN グループ活動報告  WIN理事長  板生 清 

 3）名刺交換・交流会（17：30～） 

mailto:admin@npowin.org

